
こ
の
た
び
は
出
品
申
込
の
出

足
が
遅
か
っ
た
も
の
の
、
最
終

的
に
は
過
去
最
多
と
な
る
八
十

二
点
の
作
品
や
珍
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。
開
幕
前
日
の
十
三
日
、

自
治
連
合
会
関
係
者
ら
に
よ
っ

て
展
示
パ
ネ
ル
三
十
枚
が
運
び

込
ま
れ
、
絵
画
や
彫
刻
、
書
道

や
生
花
、
手
工
芸
な
ど
の
力
作

が
並
び
準
備
は
終
了
。

オ
ー
プ
ン
は
翌
十
四
日
。
午

前
十
時
に
な
る
と
見
学
者
が

次
々
と
訪
れ
、
館
内
は
活
気
に

溢
れ
た
。
入
口
付
近
に
は
、
男

子
新
体
操
個
人
戦
で
全
国
高
校

総
体
な
ど
主
要
三
大
会
を
制
し

た
小
川
晃
平
選
手
（
倉
掛
１
組

・
井
原
高
校
三
年
）
の
写
真
や

優
勝
カ
ッ
プ
の
数
々
が
特
別
展

示
さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

一
方
、
ゴ
ビ
砂
漠
の
岩
塩
や

ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
・
キ
ワ

ー
ノ
が
目
に
入
る
と
「
な
に
こ

れ
？
」
。
そ
の
脇
に
は
県
展
入

賞
実
績
者
の
迫
力
に
満
ち
た
彫

刻
や
書
画
が
並
ぶ
な
ど
、
来
場

者
は
倉
掛
文
化
祭
な
ら
で
は
の

幅
広
い
出
品
を
楽
し
ん
だ
。

二
日
間
を
通
し
て
、
倉
掛
の

人
た
ち
の
多
彩
さ
に
関
心
を
寄

せ
る
他
地
区
の
見
学
者
が
目
立

つ
第
三
回
文
化
祭
だ
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
夜
警
活
動
の
出

発
式
が
つ
ど
え
～
る
で
十
一
月

九
日
午
後
七
時
よ
り
行
わ
れ
、

団
員
や
育
成
会
員
ら
約
七
十
人

が
出
席
し
た
。

開
会
挨
拶
で
濱
田
竜
雄
会
長

は
「
皆
様
方
に
は
、
お
忙
し
い

中
を
ご
出
席
い
た
だ
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
日
間
の
活

動
で
す
が
、
地
域
住
民
へ
大
き

い
声
で
防
火
を
訴
え
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
井
原
小

学
校
・
落
合
校
長
は
「
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
安
全
を
守
る
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
」
、
倉
掛

自
治
連
合
会
の
山
岡
会
長
は

「
立
冬
を
過
ぎ
る
と
火
を
使
う

機
会
が
増
え
、
火
事
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
の
で
、
予
防
周
知

を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
激

励
し
た
。

こ
の
あ
と
団
員
ら
は
「
サ
ン

マ
を
焼
い
て
も
家
焼
く
な
」
な

ど
と
拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら
倉

掛
の
南
部
を
巡
回
。
翌
十
日
は

午
後
七
時
二
十
分
か
ら
北
部
を

中
心
に
火
災
予
防
を
訴
え
た
。

第
一
回
ま
ち
づ
く
り
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
が
つ
ど
え

～
る
で
行
わ
れ
て
い
る
。

応
募
三
十
六
点
か
ら
三
賞
を

決
定
し
、
十
二
月
二
十
二
日
に

表
彰
式
が
あ
っ
た
。
展
示
は
来

年
一
月
十
二
日
ま
で
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／山岡弘幸

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞

倉掛自治会

地
区
外
の
見
学
者
増
加

第
三
回
倉
掛
文
化
祭
（
文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が
つ
ど

え
～
る
で
十
二
月
十
四
日
か
ら
二
日
間
、
地
区
民
の
趣
味
作
品

な
ど
を
展
示
し
て
開
か
れ
、
多
く
の
住
民
ら
で
賑
わ
っ
た
。

西山 英子 13-1組 刺繍・押絵
山岡 淑子 4 組 書・手描友禅
柳本 康江 6 組 書②（軸・額）
遠藤 生三 8 組 木彫（仏像）
山岡八重子 8 組 手工芸②
片岡 宏文 14 組 昆虫標本
片岡 文子 14 組 手芸（手遊び）
渡辺 研一 4組 2013倉掛写真集
ＰＣクラブ チラシ・年賀状
渡辺 公恵 15-1組 水彩画②
山岡 朗子 7 組 パッチワーク②
西村 亮子 2 組 着物リメイク
藤井 純子 18-2組 着物リメイク
河合 典子 15-1組 陶芸②
山岡 邦夫 7 組 俳句
山岡 千寿 7 組 手工芸・書道
大西 博美 16 組 絵画②
梶谷美奈子 18-3組 陶芸・花手芸
丸山 節子 18-1組 洋裁・手芸
広井富貴子 14 組 着物リメイク
川相 絹子 1 組 陶芸
山本 君枝 13-1組 押し花②
渡辺 元子 4 組 生花・陶芸
田原 益江 13-1組 珍品②
田原耕太郎 13-1組 神楽面・珍品
佐藤 16 組 手芸②
渡辺 幹男 15-2組 木彫②
塚村 克美 15-1組 木彫
瀬川 秋子 18-1組 俳句・大袱紗
森山 芳子 13-2組 珍品②
実森 澄子 5-2組 パッチワーク②
宮本 文子 3 組 手編み
藤原 昭治 13-2組 盆栽
村上 博美 5-2組 珍品
平井 達也 1 組 珍品②
渡辺 幸枝 17 組 珍品②
中島 知子 15-2組 陶芸
大久保政子 8 組 生花
渡辺 悦已 15-1組 生花・手芸
大坪 久子 2 組 生花
若林恵美子 2 組 木彫②
倉橋 俊彦 6 組 水彩画②
吉川 朗 17 組 珍品
小林 和幸 13-1組 彫刻②
竹田 京子 12-2組 かな習字
川相 益一 8 組 創作ツリー
川相 豊 14 組 写真②
つどえ～る キワーノ
サロンあすは 写真集
山中 益美 18-3組 手提げ袋
小川 晃平 1 組 新体操三冠ｶｯﾌﾟ
倉掛踊乱会 宝船・写真他
倉掛少年団 写真・竹トンボ
消防団第３部 写真・カップ
倉掛自治連合会 賞状・倉掛新聞

≪出品一覧≫

倉掛文化祭

※敬称略

倉 掛 少 年 団 が
防 火 呼 び 掛 け

総
合
格
闘
技
「
第
一
回
ア
マ
チ

ュ
ア
修
斗

井
原
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
」
及
び
「
中
四
国
ル
ー
キ

ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
が
一
月
二
十
六

日
、
井
原
市
井
原
体
育
館
格
技
場
で

開
か
れ
る
。

主
催
の
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｏ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
で
は
現
在
、
出

場
者
を
募
集
中
。
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
込
む
。
未
成

年
者
の
参
加
に
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
。

世
界
の
総
合
格
闘
技
界
で
活
躍
し

今
秋
、
現
役
を
引
退
し
た
藤
井
惠
さ

ん
の
出
身
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

井
原
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
。

東
京
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
道

場
や
ジ
ム
で
指
導
に
追
わ
れ
て
い
る

惠
さ
ん
は
「
武
道
や
格
闘
技
な
ど

の
経
験
が
無
い
場
合
は
出
場
で
き
な

い
こ
と
も
…
。
ア
マ
チ
ュ
ア
大
会
な

の
で
入
場
無
料
。
午
前
十
時
四
十
五

分
試
合
開
始
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
観
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

柔
術
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
も
同
日
開
催
。
詳
し
く
は
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

１月２６日 井原で開催

アマ修斗 ＆
中四国ルーキー大会

の用心

●
倉
掛
文
化
祭
＝
住
民
交
流
の
促

進
を
目
的
に
平
成
二
十
一
年
十
二

月
、
つ
ど
え
～
る
で
第
一
回
目
を

開
催
。
書
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
趣

味
作
品
を
は
じ
め
、
家
庭
に
眠
る

珍
品
を
持
ち
寄
り
、
独
自
性
豊
か

な
「
楽
し
い
文
化
祭
」
を
演
出
。

自
治
会
へ
の
理
解
と
協
力
意
識
高

揚
を
願
い
、
少
年
団
や
消
防
団
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
地
域
団
体

の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
活
動

を
紹
介
し
て
い
る
。
隔
年
開
催
。

つ
ど
え
～
る

総 合
格闘技

http://toraonation.com/

ま
ち
づ
く
り
写
真
展
示

■越年祈願祭＆新年祈願祭

と き：12月31日 23：45～ 0：30

1月1～3日 9：00～15：00

■厄除け祈願祭

と き：26年2月2日 10：00～15：00

場 所：拝殿 ※祈願料 １件 3000円

問合せ：川相肇総代長（62-5626）

《 郷 社 情 報 》



国
田
和
馬
さ
ん
珠
美
さ
ん
夫

妻
（
倉
掛
１
２
の
２
組
）
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
て
の
邦

楽
鑑
賞
会
＝
写
真
上

＝
が
十
一
月
二
十
八

日
、
つ
ど
え
～
る
で

開
か
れ
た
。

大
学
時
代
に
尺
八

を
始
め
た
和
馬
さ
ん

と
、
箏
と
三
味
線
の

稽
古
は
高
校
時
代
か

ら
と
い
う
珠
美
さ
ん

夫
妻
だ
が
、
倉
掛
で

の
共
演
は
初
め
て
。

宮
城
道
雄
作
曲
の

箏
曲
「
春
の
海
」
の

二
重
奏
に
始
ま
り
、
珠
美
さ
ん

の
「
六
段
の
調
」
、
和
馬
さ
ん

の
「
鶴
の
巣
籠
」
の
独
奏
で
、

館
内
は
深
み
の
あ
る
音
色
に
包

ま
れ
、
皆
う
っ
と
り
。

休
憩
時
に
は
、
サ
ロ
ン
あ
す

は
前
代
表
の
田
原
耕
太
郎
さ
ん

が
、
平
成
十
五
年
～
同
二
十
二

年
度
の
懐
か
し
い
写
真
を
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
し
た
。

続
く
十
二
月
八
日
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
音

楽
家
・
倉
橋
一
郎
さ
ん
と
藤
代

直
人
さ
ん
を
招
き
、
懐
メ
ロ
歌

謡
シ
ョ
ー
を
開
催
。
飛
び
入
り

の
紙
芝
居
も
あ
り
、
今
年
最
後

の
サ
ロ
ン
を
充
実
さ
せ
た
。

倉
掛
少
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
井
原
公
民
館
で
十
二
月
八
日

午
後
、
地
元
の
低
学
年
児
童
や

園
児
ら
を
招
待
し
て
開
か
れ
、

約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
に
育
成
会
の
濱
田
会
長

が
「
き
ょ
う
は
し
っ
か
り
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
続
き
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て
集
い
は

賑
や
か
に
ス
タ
ー
ト
。

出
し
物
の
最
初
は
的
に
当
た

っ
た
数
だ
け
景
品
が
渡
さ
れ
る

４
年
生
の
射
的
ゲ
ー
ム
。
ト
ラ

ン
プ
な
ど
を
使
っ
た
５
年
生
男

子
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
終
わ

る
と
ケ
ー
キ
と
ジ
ュ
ー
ス
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
、
皆
の
表
情
は

笑
顔
一
色
に
染
ま
っ
た
。

三
番
目
に
登
場
し
た
５
年
生

女
子
は
、
コ
ー
ラ
と
菓
子
を
早

く
腹
に
お
さ
め
、
公
民
館
を
一

周
し
て
順
位
を
競
う
出
し
物
。

ま
さ
か
の
決
勝
戦
ま
で
あ
っ
て

出
場
者
は
大
変
だ
っ
た
。

終
盤
は
育
成
会
の
班
対
抗
借

り
も
の
競
争
や
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
っ
た
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
十

一
月
二
十
三
日
、
平
成
二
十
三

年
二
月
発
足
以
来
初
め
て
の
日

帰
り
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
、
二

十
人
が
参
加
し
た
。

午
前
八
時
に
つ
ど
え
～
る
を

出
発
し
た
バ
ス
は
一
路
鳥
取

へ
。
蒜
山
の
手
前
か
ら
見
え
始

め
た
雪
を
抱
く
鮮
や
か
な
大
山

南
壁
の
美
し
さ
に
は
思
わ
ず
感

嘆
の
声
が
…
。
溝
口
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
高
速
道
を
下
り
る

と
間
も
な
く
目
的
地
の
と
っ
と

り
花
回
廊
へ
到
着
。
三
百
円
を

払
っ
て
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
に

乗
り
、
園
内
を
一
巡
し
た
。

そ
の
後
、
皆
生
温
泉
の
東
光

園
で
昼
食
（
バ
イ
キ
ン
グ
）
と

入
浴
。
境
港
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

と
お
菓
子
の
寿
城
へ
も
立
ち
寄

り
夕
刻
、
井
原
へ
戻
っ
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
ま
で
花
見

な
ど
を
通
し
て
会
員
の
交
流
を

深
め
て
き
た
が
、
八
月
に
バ
ス

旅
行
の
提
案
が
あ
り
、
即
決
し

た
も
の
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
ら

し
く
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
十
一
ペ
ー
ジ
の

行
程
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
な

ど
、
現
実
味
に
溢
れ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
予
習
を
行
っ
た
。
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12/27  官公庁仕事納め
12/28～29 消防団夜警活動 （２日間）
平成26年
1/ 1～3 郷社足次山神社新年祈願祭
1/ 6  官公庁仕事始め
1/11  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
1/12  井原市成人式 （市民会館）
1/18  人権が尊重されるまちづくり

の集い（アクティブライフ）
1/18  自治連合会防犯パトロール
1/19  井原市消防出初式
1/26  総合格闘技・アマチュア修斗

井原大会 （井原体育館）
◎10：45 試合開始 無料

1/26  星の郷ふれあい健康マラソン
（井原市美星町）

2/ 2  厄除け祈願祭
10：00～15：00 （郷社）

3/ 2  倉掛少年団入退団式
3/ 2  全国健康マラソン井原大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

倉 掛 新 聞協力／中国新聞井原販売所

倉 掛 ほ っ と 情 報
■井原町地区対抗バレーボール大会（11/3）

井原公民館主催の井原町地区対抗バレーボー

ル大会が１１月３日、井原小学校体育館で開か

れた。倉掛は初戦、下町にストレート勝ち。２

戦目の新町には善戦したが、セットカウント１

－２で敗れ決勝進出を逃した。優勝は新町。

国
田
さ
ん
夫
妻

地
元
で
二
重
奏

少子化で親の手助けが欠かせない子どもみこし

サ
ロ
ン
あ
す
は

邦
楽
を
堪
能

少年団クリスマス会

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

初
の
バ
ス
旅
行

Ｐ
Ｃ
で
予
習

快
晴
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
十

七
日
、
井
原
町
秋
季
大
祭
が
執

り
行
わ
れ
た
。

倉
掛
少
年
団
の
子
ど
も
み
こ

し
一
行
に
は
、
三
歳
児
か
ら
大

人
ま
で
鬼
に
扮
し
た
計
二
十
人

が
加
わ
り
、
伝
統
の
奇
祭
を
盛

り
上
げ
た
。

消
防
団
第
３
部
関
係
者
も
恒

例
の
千
歳
楽
を
繰
り
出
し
、
祭

り
囃
子
を
響
か
せ
な
が
ら
管
轄

す
る
倉
掛
夏
目
地
区
を
一
巡
。

賑
わ
い
の
創
出
に
ひ
と
役
買
っ

た
。

ビンゴゲームでクリスマス会を盛り上げる６年生


